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一
海
　
外
　
　
日
　
　
誌
　
　
（
二
十
四
）

在
外
研
究
員

山
　
本

清

八
月
一
臼
（
金
）

　
朝
、
銀
行
な
経
て
天
堂
豪
へ
、
天
丈
豪
で
、
幻
燈
書
た
四
枚
出
ろ
。
之
れ
に
來

る
日
ダ
ー
ト
マ
ス
大
學
に
於
け
ろ
天
交
學
會
で
の
講
演
用
で
あ
る
Q

八
月
二
日
（
土
）

　
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
豪
の
り
1
氏
定
、
佛
國
リ
ヨ
ン
天
丈
豪
長
」
マ
ス
カ
ー
ル
氏

夫
妻
ご
、
英
國
ダ
ブ
リ
ン
大
里
天
天
丈
峯
の
プ
ラ
ン
マ
i
教
授
と
が
常
天
丈
肇
に

來
ら
れ
六
の
で
、
今
日
ば
午
後
四
時
牛
か
ら
、
シ
ヤ
プ
ソ
イ
蜜
長
宅
の
前
庭
の
樹

蔭
で
テ
イ
の
饗
が
あ
り
、
其
の
後
、
自
分
ば
シ
ャ
プ
ソ
イ
氏
亡
共
に
野
守
の
沸
々

案
内
し
て
、
c
館
階
下
の
爲
書
室
や
精
密
自
記
光
度
計
な
ご
潜
見
ぜ
糞
・
ー
ー
り

1
氏
ほ
、
其
の
後
、
可
ン
ネ
通
の
自
分
の
宅
に
立
ち
寄
っ
て
、
英
子
に
久
し
ぶ
り

の
挨
拶
准
ぜ
ら
れ
六
。

　
夜
、
田
中
蜂
谷
両
氏
准
宅
に
招
い
て
、
別
れ
の
晩
餐
為
共
に
し
カ
Q
爾
氏
に
二

三
日
の
中
に
出
獲
、
録
朝
ぜ
ら
れ
ろ
筈
Q

　
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
壷
の
ザ
ン
ビ
ー
教
授
が
二
十
四
吋
鏡
で
エ
ン
ケ
彗
星
な
管
見

し
六
ぜ
い
ふ
電
報
が
あ
っ
糞
。

ハ
月
三
日
（
日
）

　
今
日
か
ら
ニ
ウ
・
ハ
ン
プ
シ
ア
州
の
ハ
ノ
ゾ
ー
市
ダ
ー
ト
マ
ス
大
學
で
来
場
天

文
學
會
大
沼
が
開
か
れ
ろ
の
で
，
そ
れ
に
出
席
の
乳
め
、
自
分
に
、
朝
十
時
牛
、

ボ
ス
ト
ン
北
停
車
揚
護
の
列
車
に
の
ろ
Q
（
英
子
に
宅
に
居
残
る
。
）
車
中
に
匡
同
C

ハ
ー
ゾ
ー
ド
天
丈
由
量
か
ら
ベ
イ
リ
、
キ
ン
グ
、
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
、
ミ
ス
・
モ
リ
等
の

人
々
が
同
車
し
れ
の
み
な
ら
す
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
ラ
ッ
セ
ル
敏
授
や
・
マ
ウ
ン

挙
・
ホ
リ
ヨ
ー
ク
、
ス
ミ
ス
、
ナ
ン
タ
ツ
ヶ
ツ
ト
等
の
女
子
大
學
か
ら
の
人
々
も
乗

り
、
術
、
佛
國
の
マ
ス
カ
ー
ツ
夫
妻
や
、
英
の
プ
ラ
ン
マ
ー
氏
も
乗
つ
れ
の
で
、

車
申
大
竃
に
ひ
。
ー
ー
＊
y
イ
ト
・
リ
ゾ
ー
か
ら
に
乗
合
自
働
車
か
買
切
っ
て
、
ハ

ノ
ゾ
｝
に
乗
り
込
ん
だ
の
匡
四
脚
頃
。

五
博
か
ら
、
す
ぐ
・
郊
外
の
丘
上
に
あ
る
ム
ー
ス
・
グ
ラ
ブ
で
一
同
夕
食
た
饗
ぜ

ら
れ
旗
Q
集
ろ
者
非
常
に
多
く
、
れ
穿
に
来
國
東
岸
の
天
丈
學
者
れ
ち
ば
か
り
で

な
く
、
西
の
加
州
か
ら
に
り
〃
の
エ
ト
ケ
ン
氏
や
カ
ン
ベ
ル
御
大
や
、
ウ
ィ
ル
ソ

ン
山
の
セ
ン
｝
・
ジ
ョ
ン
氏
も
來
て
居
り
、
叉
、
海
た
こ
え
て
英
國
か
ら
に
エ
デ
ン

ト
ン
、
ツ
ヤ
グ
ソ
ン
、
ジ
エ
フ
リ
ス
氏
等
も
來
含
ぜ
て
る
る
の
で
、
誠
に
愉
快
な

會
合
で
あ
る
◎
自
分
に
エ
デ
ン
ト
ン
敏
授
ぜ
暫
ら
く
話
し
距
O
悪
言
ば
、
近
頃
英

國
ケ
ン
プ
可
ヂ
大
剛
に
留
曝
し
力
日
本
の
芝
切
二
者
力
ち
の
爆
管
な
ご
し
て
る
ら

れ
表
。

　
夜
に
マ
サ
チ
ユ
セ
糖
乙
館
に
定
ま
ろ
。

八
月
四
日
（
貝
）

　
朝
、
街
路
た
散
歩
し
て
み
る
ビ
、
物
理
教
室
の
E
C
ロ
ー
プ
ス
氏
に
呼
び
止
め

ら
れ
、
誘
に
れ
て
、
暫
く
郊
外
を
ト
ラ
イ
ヴ
し
、
ラ
イ
ム
村
か
ら
引
き
返
し
、
ロ

ン
ネ
テ
カ
ト
河
岸
に
洛
ふ
奇
景
奄
賞
し
な
が
ら
大
耳
に
且
つ
六
。
十
時
か
ら
ン
イ

朗
ダ
夢
裏
で
、
愈
々
、
天
丈
學
會
が
開
か
れ
る
Q
W
W
カ
ン
ベ
ル
氏
が
座
長
ぜ
な

る
Q
午
前
申
に
多
く
恒
星
点
差
に
貸
す
る
量
器
が
讃
ま
れ
、
次
い
で
討
論
も
盛
ん

で
あ
っ
表
。
此
の
論
丈
會
に
午
後
も
引
き
績
く
。
自
分
ば
、
此
の
H
、
太
陽
研
究

に
關
す
る
一
振
な
讃
ん
だ
。

　
午
後
か
ら
雨
Q
夜
に
ほ
飴
興
虐
あ
っ
て
、
L
グ
リ
グ
ス
敷
授
の
動
物
篇
眞
の
講

演
が
あ
っ
れ
。

八
月
五
目
（
火
）

　
朝
食
後
、
自
分
ば
大
學
の
シ
ヤ
タ
ク
天
丈
凄
　
を
訪
ひ
、
九
吋
の
赤
道
儀
や
、
闘

吋
の
子
午
環
や
、
昔
ヤ
ン
グ
教
授
が
太
陽
ス
ペ
ル
ト
ル
の
開
拓
的
乱
離
に
用
ゐ
象

詠
い
ふ
有
名
な
分
光
器
な
ご
潜
ロ
ー
プ
ス
氏
に
見
せ
て
貰
つ
象
Q

　
十
時
か
ら
論
文
會
。
始
め
に
一
同
の
求
め
に
よ
り
、
エ
デ
ン
ト
ン
教
授
が
「
恒

星
の
熱
源
」
に
つ
い
て
一
子
の
講
演
准
ぜ
ら
れ
糞
』
午
後
に
に
ラ
ソ
セ
ル
敏
授
が

座
長
ピ
な
り
、
佛
國
の
マ
ス
カ
ー
ッ
敏
授
の
挨
拶
が
あ
っ
れ
り

　
午
後
山
ハ
時
、
自
分
に
ハ
r
ゾ
ー
ド
の
ス
テ
ソ
ソ
ン
山
教
授
夫
妻
定
悲
ハ
に
「
ロ
ー
プ
ス

氏
の
實
霊
室
に
招
か
れ
、
其
こ
で
、
珍
ら
し
や
、
念
の
託
つ
穴
日
本
食
の
饗
慮
た

受
げ
れ
Q
其
後
、
肖
分
に
ロ
ー
プ
ス
段
宅
た
訪
れ
て
、
十
暗
過
ま
で
話
す
。

二
七
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八
月
六
日
（
水
）

　
天
平
學
會
も
今
日
午
前
申
で
終
り
、
多
く
の
人
々
匡
直
ち
に
立
っ
て
カ
ナ
ダ
の

ト
ロ
ン
ト
市
に
開
か
れ
ろ
全
英
國
科
學
會
に
行
く
筈
で
あ
ろ
。
今
日
の
此
所
で
の

會
に
に
來
年
一
月
末
の
日
食
魏
測
方
法
が
討
議
ぜ
ら
れ
れ
．

　
自
分
に
、
時
間
の
都
合
上
、
臨
月
の
閉
ぢ
ら
れ
ろ
十
獅
伽
分
前
に
退
勢
、
ロ
ー
プ
ス

氏
の
自
働
車
で
ホ
ヲ
イ
ト
・
リ
ゾ
ー
騨
ま
で
見
迭
ら
れ
、
ベ
イ
リ
教
授
や
ミ
ス
・
モ

ー
り
定
同
車
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
に
露
つ
六
）
i
ー
ケ
ン
プ
リ
ヂ
の
宅
に
蹄
着
し
糞

の
に
五
時
牛
頃
O
ー
ー
今
日
に
珍
ら
し
い
暑
さ
で
あ
っ
糞
Q

八
月
七
日
（
木
）

　
午
前
申
は
天
丈
藁
。

　
午
後
、
オ
ー
バ
ー
ン
の
小
林
氏
の
紹
介
で
、
突
然
、
小
室
英
夫
氏
が
宅
へ
來
訪

さ
れ
カ
9
ひ
ご
い
暑
さ
な
の
で
外
出
に
出
吊
す
、
晩
ま
で
室
内
で
話
す
。

八
月
八
日
（
金
）

　
午
前
中
、
天
丈
壷
で
、
太
陽
小
論
の
抜
粋
々
タ
イ
プ
す
る
。

　
午
後
、
英
子
ピ
共
に
瀞
ス
ト
ン
へ
行
き
、
フ
レ
ン
チ
。
ラ
イ
ン
蝉
脱
で
來
月
の
乗

船
准
パ
リ
ー
號
か
ら
ロ
シ
ヤ
ン
ボ
ー
號
に
換
へ
ろ
こ
定
た
交
渉
し
れ
。
之
れ
に
、

若
し
出
來
れ
ば
九
月
十
五
日
か
ら
猫
逸
ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
開
か
れ
ろ
A
G
置
型
學
會

に
出
席
し
唱
い
れ
め
で
あ
る
O

　
露
途
、
グ
ロ
ー
ブ
劇
揚
で
早
川
雪
洲
の
「
デ
ン
ジ
ア
・
ラ
イ
ン
」
卜
い
ふ
爲
娯
を

見
六
。
可
な
り
好
く
出
來
て
る
糞
。

八
月
九
日
（
土
）

　
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
賢
天
丈
．
憂
の
ナ
ウ
マ
ン
氏
へ
、
學
會
に
出
席
希
望
の
手
紙
潜
か

く
。
八
月
十
日
（
日
）

　
夕
方
、
コ
ン
モ
ン
た
散
歩
中
．
久
方
ぶ
り
で
安
髪
型
に
會
ひ
、
長
い
間
立
ち
話

し
Q
そ
れ
か
ら
誘
に
れ
て
同
氏
の
宅
に
行
き
、
川
上
、
西
郷
爾
謎
掛
も
話
す
。

八
月
十
町
B
（
月
）

　
大
饗
に
冷
し
い
O

　
新
聞
電
報
に
よ
れ
ば
、
昨
日
に
日
本
に
叉
三
韓
震
が
あ
っ
糞
由
。

八
月
十
二
B
（
火
）

ご
入

　
ス
瓦
イ
ン
行
き
の
準
備
定
し
て
、
金
三
十
五
仙
で
西
班
牙
語
丈
典
の
古
本
一
冊

々
ス
〃
エ
ア
で
見
つ
け
療
。
絵
暇
に
稽
古
す
ろ
ビ
決
め
る
Q
今
日
も
大
に
凍
し
い

先
邉
の
今
頃
ミ
匡
大
愛
な
違
び
で
あ
る
Q

八
月
千
M
鳥
日
（
水
）

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
W
S
ア
ダ
ム
ス
氏
へ
乙
Q
。
旨
①
閉
。
陣
＄
o
口
o
D
9
程
男
窪
・
9
目
ず
為

郵
広
し
糞
。

　
天
丈
壷
で
、
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
ば
「
海
水
浴
へ
行
き
染
い
の
で
す
が
、
此
の
寒
さ
で

は
閉
口
で
す
し
定
、
例
に
よ
つ
て
、
元
氣
が
盛
ん
で
あ
る
。
I
l
六
十
幾
歳
の
此

の
老
婆
學
者
が
ー
ー
一

八
月
十
四
日
（
木
）

　
先
日
來
、
天
毒
中
で
の
飴
暇
に
一
九
二
四
・
二
四
ぜ
い
ふ
新
攣
光
星
の
光
度
測

定
為
や
つ
て
ゐ
六
の
が
、
大
毒
出
田
象
の
で
、
何
に
兎
も
あ
れ
、
其
の
あ
ら
ま
し
の

結
果
た
其
の
獲
見
者
K
グ
ラ
ー
フ
氏
（
猫
逸
ハ
ム
プ
ル
グ
天
丈
皇
）
に
書
き
逡
る
。

　
午
後
ぱ
英
子
ピ
共
に
ボ
ス
ト
ン
行
き
9
先
っ
、
パ
ー
ク
・
ス
〃
エ
・
ア
ビ
ル
デ
ン

グ
内
の
所
得
税
局
で
届
け
ぜ
誓
約
多
し
、
そ
れ
か
ら
佛
西
蜀
蘭
諸
國
の
領
事
館
た

ま
に
つ
雲
。

八
月
十
平
日
〔
金
）

　
天
丈
墓
で
に
、
自
分
に
一
九
二
四
・
二
四
星
の
光
度
測
定
た
今
少
し
叩
け
る
Q

　
英
子
ば
新
し
く
ケ
ー
プ
た
作
ろ
の
で
大
多
忙
。

八
月
十
六
日
（
土
）

　
朝
、
ス
ク
エ
ア
の
一
書
店
で
ベ
デ
カ
ー
の
濁
文
の
猫
逸
案
内
を
見
つ
け
、
大
出
暑

び
Q
少
し
蕉
版
だ
け
れ
ご
好
く
出
來
て
る
る
の
で
、
当
れ
で
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
乗
り

込
む
ご
ビ
が
出
來
ろ
。

　
天
丈
蜜
で
ば
一
九
二
四
・
二
四
星
の
研
究
績
行
。
攣
光
週
期
ば
一
〇
〇
日
よ
り
も

九
〇
日
の
方
が
本
局
ら
し
い
Q

　
夜
、
加
藤
氏
蟹
田
。

八
月
†
七
日
（
日
）

　
…
数
日
前
か
ら
の
思
ひ
付
毫
で
，
今
日
に
ウ
ゾ
。
ホ
ー
ル
に
駒
井
氏
た
訪
問
す
ろ
亡

き
め
、
朝
七
時
牛
獲
の
汽
車
に
乗
る
〇
十
時
前
に
着
9
駒
井
氏
夫
妻
ビ
小
室
氏
亡

に
．
迎
へ
ら
れ
、
㎜
旦
同
氏
の
宿
で
少
憩
後
、
案
内
さ
れ
で
・
此
の
地
の
臨
海
實
瞼
所
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潜
訪
れ
、
其
の
内
外
の
設
備
存
見
雲
。
此
所
に
米
活
着
大
學
か
ら
の
持
ち
寄
り
世

帯
で
経
惨
し
て
る
る
由
で
，
其
の
管
理
方
法
ば
非
常
に
塗
考
的
だ
定
感
心
し
六
。

ー
ー
そ
れ
か
ら
、
水
族
館
た
見
、
食
酢
に
俗
に
言
ふ
「
メ
ス
」
食
堂
で
頂
く
。

　
午
後
三
時
に
に
、
約
束
に
よ
り
、
英
子
ビ
共
に
、
當
馳
滞
在
中
の
シ
ヤ
プ
レ
イ

墓
長
の
一
家
族
た
訪
問
〇
四
時
か
ら
に
一
〃
ラ
ブ
で
開
か
れ
ろ
通
俗
講
演
會
に
皆

々
出
か
け
乃
。
其
所
で
に
マ
ー
チ
ン
氏
が
【
，
進
歩
ぜ
に
何
ぞ
や
」
書
い
ふ
題
で
興
味

あ
ろ
講
演
々
ぜ
ら
れ
実
が
、
．
あ
ビ
で
来
國
式
國
粋
主
義
者
流
の
質
問
が
出
六
り
し

て
衝
重
か
つ
距
、
∪
来
電
の
思
想
界
に
、
今
實
に
「
日
本
の
そ
れ
以
上
に
」
混
齪
し
て

み
ろ
事
が
思
に
ぜ
ら
れ
る
。

　
夕
方
、
食
堂
で
晩
餐
か
頂
い
た
後
、
六
時
叢
の
汽
車
で
、
元
の
道
為
ボ
ス
ト
ン

か
ら
ケ
ン
プ
リ
ヂ
宅
へ
二
つ
糞
の
に
九
畦
で
あ
っ
象
、

八
月
十
八
日
（
月
）

　
ふ
ビ
或
る
材
料
た
見
つ
け
．
、
、
今
朝
に
天
交
憂
で
鷲
座
2
九
一
丸
年
）
薪
星
ψ

後
期
の
光
度
曲
線
奄
研
究
す
る
。
L
カ
ン
ベ
ル
君
よ
り
貸
し
て
貰
つ
糞
A
A
V
S

O
會
員
の
観
測
に
個
人
差
が
大
き
く
て
、
ご
う
も
、
自
分
の
目
的
に
は
適
妬
し
な

い
Q

　
午
後
は
マ
セ
ラ
ン
小
雲
中
の
比
較
的
に
光
強
い
愛
光
星
為
測
っ
て
警
備
が
、
之

れ
も
、
手
頃
の
も
の
が
少
な
く
て
、
仲
々
骨
が
折
れ
る
。

　
夕
食
に
．
、
宅
へ
、
加
藤
大
矯
螺
嗣
氏
潜
ま
れ
く
O

八
月
十
九
日
（
火
）

　
今
日
も
天
茎
量
で
に
マ
セ
ラ
ン
小
雲
の
研
究
Q

　
い
よ
一
出
獲
の
日
が
近
づ
く
の
で
、
今
夕
ば
安
筋
雲
上
西
郷
三
氏
た
招
い
て

別
れ
の
晩
餐
た
供
ず
。

八
月
二
十
日
（
水
）

　
シ
ヤ
プ
ソ
イ
璽
長
定
、
自
分
の
太
陽
舌
感
に
つ
い
て
相
談
Q

　
夕
方
、
安
藏
川
上
西
郷
一
二
氏
に
招
か
れ
イ
、
、
が
ス
ト
ン
へ
行
｝
・
、
支
那
食
の
御

馳
走
。

八
月
二
十
一
日
（
木
）

　
白
分
の
大
小
マ
セ
ラ
ン
雲
中
の
愛
光
星
研
究
の
ま
定
め
・
方
に
つ
い
て
、
シ
ヤ
プ

レ
イ
蔓
長
ビ
長
い
相
談
を
し
六
。
明
日
か
ら
其
の
仕
事
に
か
、
ろ
こ
定
定
す
ろ
。

　
午
後
四
時
か
ら
、
自
分
ぐ
」
英
子
亡
に
、
天
丈
墓
の
ス
門
島
ー
君
に
招
か
れ
、
電

車
ビ
汽
船
定
輕
便
汽
車
ビ
に
乗
り
綴
い
で
ウ
イ
ン
ス
ロ
ブ
濱
の
同
氏
別
腔
へ
蓮
れ

ら
て
行
き
、
晩
餐
後
、
暫
く
濱
蓬
の
散
歩
。
そ
れ
か
ら
宅
で
親
子
三
人
の
ヴ
フ
イ

オ
リ
ン
合
奏
准
き
か
ぜ
て
貰
つ
糞
O
愉
快
な
夕
で
あ
っ
糞
Q
見
直
ら
れ
て
、
十
一

時
頃
鋸
ろ
。

八
月
二
十
二
日
（
金
）

　
今
日
の
當
地
で
の
午
後
六
時
亡
い
ふ
時
に
火
星
が
地
球
ε
の
最
近
距
離
に
來
る

二
三
日
前
か
ら
、
各
地
の
新
聞
や
雑
誌
匡
火
星
に
諾
す
る
誘
襲
的
な
記
事
為
掲
げ

て
、
人
々
の
注
意
た
ひ
い
て
み
る
。
新
聞
に
現
に
れ
て
る
る
面
こ
ろ
で
に
、
リ
ク

や
ロ
ノ
エ
財
や
ヤ
ー
キ
ー
ス
や
y
シ
シ
ト
ン
（
海
軍
）
等
の
天
丈
壼
が
一
種
門
々
の
閉
甜
冨
軍

材
料
々
供
給
し
て
ゐ
う
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
や
二
軸
ー
ゾ
ー
ド
な
ご
に
熱
心
で
な

い
。
主
に
火
星
專
門
家
が
居
な
い
六
め
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
一
般
の
祉

會
に
律
す
る
封
度
が
少
々
翼
面
目
々
欠
い
て
み
る
や
う
で
も
あ
る
Q
l
一
今
日
も

當
ハ
ー
ゾ
ー
ド
天
雷
皇
へ
に
朝
か
ら
各
種
の
新
聞
通
信
砒
あ
籠
り
か
ら
紹
．
礼
マ
電

話
が
か
」
つ
て
ゐ
篭
り
し
六
け
れ
ご
。

八
月
二
十
隔
晶
日
（
土
）

　
朝
れ
写
し
て
、
十
一
時
頃
再
婚
姦
へ
行
く
。
天
中
蜜
で
に
、
ミ
ス
・
ウ
ヅ
が
新
星
が

爽
見
し
象
ら
し
い
。
1
ー
西
方
、
西
郷
川
上
後
藤
田
三
氏
が
天
丈
壷
へ
來
ら
れ
六

の
で
、
内
部
為
案
内
し
六
〇

　
夜
、
英
子
亡
共
に
瀞
ス
ト
ン
の
ミ
ス
・
シ
ャ
ー
ウ
ド
為
訪
ね
て
、
暇
乞
ひ
の
挨
拶

々
し
六
〇
ミ
ス
に
例
の
日
本
人
排
日
問
題
解
決
の
乳
め
、
宗
教
同
盟
ぜ
言
つ
索
や

う
な
も
の
潜
企
て
」
ゐ
ら
れ
ろ
。

八
月
二
十
四
日
（
日
）

　
早
朝
、
ナ
ー
瀞
ル
ン
の
士
口
田
原
治
郎
氏
よ
り
來
電
。
「
合
・
朝
ボ
ス
ト
ン
へ
着
く
」

亡
い
ふ
の
で
，
自
分
に
早
速
南
停
車
揚
へ
迎
え
に
二
つ
六
Q
同
氏
口
十
一
時
到
着

そ
れ
か
ら
取
り
敢
へ
す
ク
ン
プ
リ
ヂ
の
宅
へ
案
内
し
ヤ
売
食
。

　
午
後
、
三
時
頃
か
ら
英
子
ミ
三
人
つ
れ
で
ボ
ス
ト
ン
へ
行
き
、
コ
ン
モ
ン
で
軍

樂
隊
な
ご
聞
い
六
後
、
支
那
人
町
で
買
物
を
し
距
り
、
ト
ソ
モ
ン
ト
街
で
ベ
ビ
ー
・

ペ
ギ
ー
の
為
書
な
見
量
り
し
て
、
夕
方
躁
宅
Q

八
月
二
十
置
日
（
月
）

二
九
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曲
朝
、
士
ロ
田
氏
な
賄
連
れ
て
｝
穴
文
竃
趣
へ
行
キ
・
、
内
蔀
々
日
涌
旧
リ
見
ぜ
た
O
正
午
麟
宅

の
時
に
に
、
少
し
ま
ば
り
溢
し
て
、
・
ン
グ
フ
エ
・
i
の
窟
毫
や
公
園
た
案
内
し

れ
Q
　
午
後
ば
、
又
、
吉
田
席
旗
が
ス
ト
ン
行
き
。
ビ
ッ
グ
リ
ム
出
版
部
や
Y
M
C
A

や
圖
書
舘
等
な
案
内
し
、
夕
方
蹄
宅
。
夕
食
に
ば
高
山
命
持
峯
の
御
馳
走
Q

八
月
二
十
六
日
（
火
）

　
終
日
珍
ら
し
い
豪
雨
で
、
外
出
ば
殆
ん
ご
不
可
能
。
吉
田
氏
も
蟄
居
・
夜
匡
更

け
る
ま
で
話
し
込
む
。

八
日
二
十
七
日
（
水
）

　
御
書
ま
へ
、
吉
田
氏
ば
天
丈
婁
で
元
の
毫
長
ピ
ケ
リ
ン
グ
教
授
の
研
究
室
用
の

有
名
な
回
韓
机
の
爲
眞
た
撮
つ
糞
Q
其
の
ア
イ
デ
ア
に
頗
ろ
感
心
し
て
、
「
日
本
へ

帰
つ
六
ら
是
非
此
の
式
の
机
な
自
分
も
作
る
だ
］
亡
繰
り
返
し
て
ゐ
ら
れ
る
。

　
午
後
，
・
目
分
ば
が
ス
ト
ン
の
船
會
灘
へ
行
っ
て
、
又
々
、
船
た
デ
・
グ
ラ
ス
號
に
．

乗
q
換
へ
ろ
こ
定
の
交
渉
為
す
る
。
吉
田
氏
に
モ
ル
が
ン
記
念
館
行
き
。

八
月
二
†
八
日
（
木
）

　
朝
か
ら
天
文
蔓
で
水
蛇
の
芝
星
の
亭
均
脚
線
の
計
算
を
す
る
。
此
の
攣
光
星
に

今
ま
で
研
究
し
六
亡
こ
ろ
で
に
、
光
の
極
大
ピ
極
小
ぜ
の
間
隔
が
日
数
で
融
々
同

じ
く
，
そ
れ
に
、
層
光
期
間
中
に
暫
く
休
む
暗
が
あ
っ
糞
り
し
て
、
明
か
に
之
れ

匡
カ
ン
ベ
ル
君
の
分
類
に
操
る
第
「
型
式
に
屡
し
て
み
ろ
）

　
由
口
田
氏
に
コ
ン
コ
ー
ド
行
へ
き
O

　
午
後
四
時
か
ら
、
瀞
ン
ド
街
の
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
の
宅
で
、
自
分
等
の
糞
め
に
逡
別

の
テ
イ
會
が
開
か
れ
、
シ
ヤ
プ
ソ
イ
墓
長
以
下
、
天
丈
墓
の
総
て
の
人
々
が
集
ま

つ
距
。
凍
し
い
樹
蔭
で
茶
菓
奄
興
り
つ
＼
話
し
陰
り
、
篇
眞
た
撮
り
合
っ
た
り

し
て
二
時
間
ほ
こ
、
ま
こ
亡
に
打
ち
く
つ
ろ
い
だ
集
り
で
あ
っ
れ
。
英
子
に
日
本

服
奄
革
眉
☆
o
ミ
ス
ご
刀
ノ
ン
に
未
だ
見
η
自
分
等
の
・
小
供
等
に
イ
ソ
プ
物
語
を
一
研

肖
署
し
て
聡
ら
れ
六
。

　
払
†
後
、
二
つ
の
下
ラ
ン
〃
ミ
ニ
つ
の
ス
ー
ト
ケ
ー
ス
建
な
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
へ
獲
帆
送

す
。
　
夕
方
、
加
藤
曲
戊
木
後
蔽
…
田
長
嶺
四
融
眉
に
招
か
れ
、
瀞
ス
ト
ン
の
支
那
族
理
店
で

逡
別
晩
餐
會
Q

三
〇

八
月
二
十
九
日
（
金
）

　
朝
、
銀
行
で
現
金
炬
皆
族
行
用
の
小
切
手
に
作
り
換
へ
☆
。
そ
れ
か
ら
天
丈
壷

へ
行
っ
て
、
シ
ャ
ブ
レ
イ
蜜
長
に
水
蛇
芝
星
盆
ハ
の
他
の
研
究
た
全
部
旧
従
出
〇
十
一

時
か
ら
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
の
室
に
呼
ば
れ
て
、
代
表
的
な
恒
星
ス
ペ
グ
ト
ル
為
一
通
り

見
ぜ
て
貰
ふ
⊃
馨
し
、
ピ
ケ
可
ン
グ
教
授
が
分
光
連
星
た
謬
見
し
雲
量
の
ス
ペ
ル

ト
ル
の
原
板
や
、
有
名
な
ペ
ル
セ
ウ
ス
第
二
新
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
な
ご
、
學
界
の

喪
心
亡
も
言
ふ
べ
き
多
く
の
も
の
も
あ
っ
糞
。

　
午
後
、
英
子
ぜ
共
に
ボ
ス
ト
ン
行
き
Q
船
會
肚
で
『
い
よ
く
デ
・
グ
ラ
ス
號
に

乗
船
た
取
り
決
め
カ
9

八
月
三
十
日
（
土
）

　
朝
、
帥
上
馬
ヤ
ビ
丘
ハ
に
天
丈
蜘
量
へ
行
吾
・
、
瀞
管
富
｝
か
ま
に
つ
て
暇
乞
ひ
0
自
分
匡
一
↓
ル

ニ
四
・
二
四
星
の
最
終
の
報
告
か
シ
ヤ
プ
ソ
イ
熱
望
に
実
語
。
午
後
匡
在
宅
し
て
荷

澄
り
。

　
午
後
四
暗
過
ぎ
、
吉
田
安
藏
其
の
他
の
諸
君
に
見
迭
ら
れ
て
、
出
陣
、
瀞
ス
塾

ン
南
停
車
揚
た
五
時
獲
の
フ
オ
ル
リ
ゾ
線
f
特
別
列
車
で
、
い
よ
く
長
い
馴
染

み
の
此
の
地
た
去
る
。
－
1
六
時
過
ぜ
、
フ
カ
〃
リ
ゾ
ー
港
で
乗
船
、
ロ
ン
グ
．
ア

イ
ラ
ン
ド
内
海
の
静
か
な
波
の
上
な
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
へ
走
る
。
夕
食
に
匡
、
ケ
ン
、
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

可
チ
か
ら
持
ち
込
ん
だ
手
製
の
お
す
し
を
食
べ
る
。

八
月
三
十
一
白
（
日
）

　
早
朝
、
水
の
上
か
ら
大
ニ
ウ
ヨ
i
〃
の
景
色
を
眺
め
て
み
る
問
も
短
か
く
、
船

は
山
ハ
時
豊
頃
、
第
十
四
突
堤
に
着
u
此
の
日
に
日
曜
な
の
で
街
路
に
極
め
て
静
か

で
あ
ろ
。
膚
分
配
は
荷
物
の
仕
宋
を
し
糞
後
、
高
架
線
で
ペ
ン
シ
ッ
ゾ
ニ
ァ
停
車

揚
へ
行
き
、
入
時
過
ぎ
に
上
す
る
急
行
で
南
行
、
ン
シ
ン
ト
ン
市
に
向
ふ
、

　
一
暑
い
電
τ
甲
に
小
†
腕
口
揺
ら
れ
．
く
て
、
午
後
二
時
小
†
ヲ
ヲ
ン
下
ン
の
ユ
ニ
ナ
ン
停

車
揚
着
、
電
車
で
小
笹
旋
館
に
入
る
。

　
夕
方
に
に
ワ
シ
ン
ト
ン
の
目
援
き
の
あ
六
り
准
散
歩
。
珍
ら
し
い
暑
さ
で
可
な

り
苦
ん
だ
。
新
聞
に
よ
れ
ば
今
匪
の
日
中
に
華
氏
「
〇
七
度
で
あ
っ
索
亡
い
ふ
）


